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 希土類をドープした蛍光体は蛍光灯やLED、太陽電池の色変換材料などさまざまな応用
が期待されている。しかし、f-f遷移に起因する低い吸収断面積のため、励起効率が低いと
いう問題を抱えている。そのため、蛍光体に希土類のイオンや金属クラスターなどを光増

感材として同時にドープすることで励起効率を向上させる研究が数多く行われている。本

研究では光増感材として金属クラスターを、ホスト材料としてゼオライトを用いた。金属

クラスターはゼオライトの空孔中に、安定して存在できることが知られている。本研究で

は、ドープする希土類としてサマリウム(Sm3+)、金属クラスターとして銀(Ag)を使い、Ag
クラスターが、Sm3+に対して、光増感材として機能することを明らかにする。 
 Sm3+とAgのドープにはイオン交換法を用いた。まず、Sm3+をイオン交換法によってゼオ

ライト中にドープし、600℃で熱処理を行った。その後、Sm3+をドープしたゼオライトに対

し、イオン交換法によってAgをドープし、500℃で熱処理を行った。ゼオライトにドープさ
れたAgイオンは 500℃の熱処理によりAgクラスターに成長することが知られている。図
1(a)は作製したサンプルの発光スペクトルのAg濃度依存性である。励起波長は、Agクラス
ターの吸収波長に一致する 262 nmとした。Sm3+の発光波長である 600 nm付近において、
Sm3+とAgをドープした試料はSm3+のみをドープした試料に比べて最大で約 7 倍の発光の
増強が確認された。図 1(b)は拡散反射スペクトルのAg濃度依存性である。Agをドープした
試料においてAgクラスターの吸収波長で吸収が見られた。本講演では、発光増強のメカニ
ズムについて議論する。 
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図 1: Ag,Sm3+同時ドープゼオライトの(a) Agクラスターの吸収波長での発光スペクトルの
Ag濃度依存性(b) 拡散反射スペクトルのAg濃度依存性 
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